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技
術
と
現
在
注
目
さ
れ
て
い

る
技
術
の
違
い
や
、
保
険
業

界
で
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

解
説
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
潮
流
に

つ
い
て
同
氏
は
、
こ
れ
ま
で

の
Ｉ
Ｔ
が
効
率
化
や
コ
ス
ト

削
減
を
目
的
と
し
て
い
た
の

に
対
し
て
、
現
在
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
は
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
の
プ

ロ
セ
ス
に
組
み
込
ま
れ
、
企

業
の
売
上
や
利
益
、
顧
客
満

足
度
の
向
上
に
直
結
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
。

そ
の
変
革
の
背
景
に
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
パ
ワ
ー
の
天

文
学
的
な
向
上
と
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
高
速
化
・
大
容
量

化
が
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
保
険
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
関
連
に
つ
い
て
、
商

品
・
プ
ロ
セ
ス
・
チ
ャ
ネ
ル

の
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
考

察
し
、
テ
レ
マ
テ
ィ
ク
ス
や

自
動
運
転
技
術
、
ウ
エ
ア
ラ

ブ
ル
端
末
の
活
用
事
例
を
紹

介
。
デ
ジ
タ
ル
革
命
に
よ
っ

て
保
険
業
界
に
も
新
た
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
進
出
し
て
く
る

可
能
性
を
示
唆
し
た
上
で

「
代
理
店
は
、
何
を
価
値
と

し
て
顧
客
に
提
供
し
て
い
く

の
か
を
考
え
る
時
期
に
来
て

い
る
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
、
清
岡
氏
が
、
保

険
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
た
同
社
の
戦
略
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
同
社
は
奈
良
県

に
本
社
を
置
く
創
業
44
年
の

代
理
店
。
リ
ス
ク
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
型
提
案
を
提
唱
し
、

顧
客
の
業
務
を
深
く
理
解
し

た
上
で
リ
ス
ク
を
洗
い
出

し
、
保
険
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
角
度
か
ら
情
報
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
よ
り
、
保
険
料

勝
負
に
な
り
に
く
い
、
多
種

目
提
案
に
展
開
し
や
す
い
、

付
保
漏
れ
が
起
き
に
く
い
と

い
っ
た
効
果
が
あ
る
と
強
調

し
た
同
氏
は
、
同
社
の
充
実

し
た
社
員
教
育
や
福
利
厚
生

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
も
紹
介

し
た
。

　
千
秋
氏
は
、
９
月
６
日
か

ら
９
月
13
日
に
か
け
て
行
わ

れ
た
米
国
研
修
に
つ
い
て
報

告
し
た
。
本
年
度
の
研
修
に

は
会
員
各
社
か
ら
10
人
が
参

加
。
米
国
の
シ
ス
テ
ム
会
社

や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ブ
ロ
ー

カ
ー
、
保
険
会
社
、
イ
ン
シ

ュ
ア
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル

社
、
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
協
会
な
ど
を
訪
問
し
た
。

研
修
の
感
想
を
語
っ
た
千
秋

氏
は
、
見
学
し
た
代
理
店
の

共
通
点
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ

へ
の
多
額
の
投
資
や
専
門
家

育
成
と
役
割
分
担
の
徹
底
を

挙
げ
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
に

言
及
。
併
せ
て
、
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ

Ｊ
と
し
て
の
組
織
強
化
を
訴

え
た
。

　
最
後
に
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損
害

保
険
取
締
役
兼
経
営
企
画
本

部
長
の
髙
木
氏
が
登
壇
し
、

「
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ
ｂ
損
害
保
険
会

社
の
経
営
方
針
及
び
商
品
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
同
社

の
業
績
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ

い
て
解
説
し
た
同
氏
は
、
同

社
の
理
念
で
あ
る
「
ク
ラ
フ

ト
マ
ン
（
職
人
）
シ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
も
触
れ
、
「
当
社

で
は
、
保
険
は

単
な
る
引
受
業

務
で
は
な
く
、

ク
ラ
フ
ト
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
」
と
述

べ
、
専
門
性
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
を
強
調
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
武
田
一
男
会

長
（
甲
南
保
険
セ
ン
タ
ー
社

長
）
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
今

は
、
代
理
店
の
業
容
が
大
き

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
代
理

店
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
コ
ス
ト
が
膨
ら
む
時

代
。
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る
コ

ス
ト
を
抑
え

る
意
味
で

も
、
今
ち
ょ

う
ど
い
い
シ

ス
テ
ム
で
は

な
く
、
３
年

後
、
５
年
後

を
見
越
し
た

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
、
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
理
解

の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　
基
調
講
演
で

は
、
富
士
通
総

研
金
融
・
地
域

事
業
部
の
シ
ニ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
小
川
泰

幹
氏
が
「
保
険
業
界
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
革
命
」
と
題
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル

　
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
ア
メ
リ
カ
独
立
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
＆
ブ
ロ
ー
カ
ー
協
会
）
の
日
本
協

会
で
あ
る
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ
（
東
京
都
中
央
区
）
は
11
月
18
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
大

手
町
サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム
で
第
11
回
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ
年
次
大
会
を
開
催
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
「
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
目
指
し
て
」
を
メ
ー
ン

テ
ー
マ
に
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
革
命
の
こ
れ
ま
で
の
流
れ
と
現
状
に

つ
い
て
専
門
家
が
解
説
し
た
。
ま
た
、
「
当
社
の
経
営
現
状
報
告
」
と
し
て
、
保
険

総
合
研
究
所
の
清
岡
義
教
氏
が
自
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
こ
の
他
、
Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ

の
米
国
研
修
に
参
加
し
た
バ
リ
ュ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
千
秋
昌
康
氏
や
Ｃ
ｈ
ｕ
ｂ

ｂ
損
害
保
険
の
髙
木
玲
雄
取
締
役
が
登
壇
し
た
。

清岡氏 小川氏 武田会長

髙木氏 千秋氏

Ｉ
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｊ
　
第
11
回
年
次
大
会
開
く

注
目
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
革
命
と
保
険

新
た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
登
場
を
示
唆


